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1 .第4回和漢薬研究所研究発表会
平成1年5月7日（金） 9 : 00～ 
共同研究棟6階大会義室
1.和漢薬研究所をめぐる諸問題
2.病態生化学部門
－癌転移及び免疫アレルギー性疾患の作用機序の解析と制御
－免疫応答性（遺伝的体質）は変化するか
・α－MSHによる腫虜血管新生の抑制とその作用機序の解析
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研究所長 渡辺裕司
教授 済木育夫
助教授 中島松一
助手 村田 高屯
－小腸上皮間リンパ球を用いる細胞傷害実験系の確立とその評価
博士研究員藤猪英樹
3.薬効解析センター
・アジア産Curcumα属植物の遺伝子解析と生薬同定への応用
助教授 小松かっ子
－神経突起伸展を誘導する細胞内因子および薬物に関する研究
助手 東田千尋
• Antidiabetic effect of natural medicines in various animal models 
客員助教授 Purusotam Basnet 
4.生物試験部門
・生物試験部門の研究課題と内容 教授 渡辺硲司
・隔離飼育ストレス負荷マウスのpentobarbital誘発睡眠に及ぼすfluoxetineの影響：
allopregnanoloneの関与 助教授松本欣三
・慢性脳虚血により発現増大する新規因子vof-16のクローニングとその脳内分布，学習障
害との関連性に関する研究 研究助手 東田道久
－八方向放射状迷路課題におけるピロカルピンの作用スコポラミン：誘発健忘に対する影響
技官 村上孝寿
5.資源開発部門
・資源開発部門の概要；漢方用薬の医薬史学的研究 教授 諮 忠人
・有毒植物中毒の原因種の鑑定研究ーチョウセンアサガオ属種子の同定と鑑別
助手 山路誠一
・LDLの酸化によるマクロファージ泡沫化における羅布麻（Luobumaleaf; Apocynum 
enetum L.）の関与 博士研究員金東郁
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6.化学応用部門
・天然、薬物の生物活性物質の探索
・薬物・蛋白質相互作用系の化学的解析
－和漢薬中のプロリルエンドペプチダーゼ阻害活性成分の探索
教授
助教授
門田重利
畑中保丸
助手 手塚康弘
・Di－及びTri-caffeoylquinic acid誘導体の合成及び肝保護活性に関する研究
技官 長岡武馬
• In vitroとinvivoにおけるベルペリンの骨吸収抑制作用
博士研究員 李慧英
7.臨床利用部門
• Docosahexaenoic acid does not affect aggression of normal volunteers under 
nonstressful conditions. A randomized, placebo-controlled, double-blind study 
教授 浜崎智仁
・摂取脂肪酸のn-6/n-3ノfランスの改変による炎症・アレルギ一反応性の軽減
助教授 渡辺志朗
・マウスの岐み付き行動に及ぼすDHA摂取の影響 助手 長津哲郎
8.細胞資源工学部門
－「細胞資源工学」から「代謝工学」をめざして 教授 服部征雄
• Cephaloridineによる腎障害に対する Ginsenoside-Rdの役割
助教授 構津隆子
・生体分子との相互作用で考える和漢薬に関する研究 助手 宮代博継
・抗日IV作用及びHIV-1プロテアーゼ間害作用を示す霊芝に含まれる
トリテルペン類について
9.恒常性機能解析部門
－恒常性機能解析部門の概要
10.漢方診断学部門
・漢方診断学部門の研究について
・ヒ卜赤血球グルコース代謝と漢方医学的病態との関係
．自覚的四肢冷感と漢方医学的病態に関する研究
－漢方製剤中に含まれる生薬のDNA鑑定
11. 98年度和漢薬研究所「所内統一研究テーマ」
技官 中村憲夫
客員教授 丸山征郎
教授
助教授
助教授
助手
伊藤 隆
喜多敏明
柴原直利
伏見裕利
・アトピー性皮膚炎モデルの開発と漢方方剤の作用成分の探索研究
代表：教授済木育夫
